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言語活動例が例示されたことと並行するように , 国語
教室における学習活動は動的になり , 読書発表会 , 調査
報告会 , ポスターセッションなどの学習活動が積極的
に行われるようになった。そうした学習活動が言語力
の獲得に有用であることは確実である。しかし同時に ,
「活動はあるが学びがない」という国語教室が見受けら
れることも事実である。同様の言語活動に取り組みな
がら , その言語力獲得に関する内実に大きな差が生じ
ている。「付けたい言葉の力」と , その獲得を保障する
国語教室の実質が担保されていない。
　本論文は , 学習者の言語力獲得に向かう学びの事実
から ,「付けたい言葉の力」が獲得される過程を分析し ,
１．本論文の目的
　個別の国語教室は , 個性的な実践者によって営まれ
ている。実践者は学習指導の工夫改善をめざし , 指導
技術を駆使して学習者に働きかける。その結果 , 一つ
として同じ授業は存在せず , 国語教室において行われ
ている言語活動の表れもまた個性的である。
　しかし , 国語教室の成員である学習者の言語運用の
実質に目を向けると , 確かな言語力の獲得に結びつく
言語活動の継続が実現されている国語教室ばかりでは
ない。平成 10（1998）年の学習指導要領によって ,
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において , 梶田が強調する「〈我々の世界〉を生きる力」
と「〈我の世界〉を生きる力」の調和的発達を支えるこ
とになる。
　換言すれば ,「人間教育学」が , 教育目標として「高
次の人間性」や「人間力」に力点を置き , また教育の
過程そのものも「人間的」なものであることを志向す
べきであると考え , そうした方向での理論的な検討と
実践的な取り組み方についての知見を蓄積することを
目的とするとき , その実質を生み出し , 支える実践的な
学習構造が「三項性」構造であるともいえよう。
　「三項性」構造における客観性―社会性―主体性は相
互に規定し合っており , 一つの項目だけを取り出すこ
とはできない。しかし , 文脈によっては一つの項目が
強調されることがある。その示唆を得るための一例と
して ,「西尾―時枝」論争を挙げることができよう。「西
尾―時枝」論争は ,「文学教育か言語教育か」を争点と
し , 前者は主体による問題意識喚起重視 , 後者は客観的
言語能力重視ととらえられがちである。
　しかし , 西尾・時枝両者の国語教育論を詳細に見ると ,
「西尾―時枝」論争は , 単なる「主体―文学教育重視」
対「客観―言語能力重視」ではなく ,「三項性」構造に
おける強調点の置き方の相違であるととらえることが
できる。「メディアとしての『国語』―西尾・時枝論争
を読み直す―」（今井康雄 ,2004.6）では ,「西尾・時
枝論争」によって刻印された「戦後の国語教育の枠組み」
として次の三点を取り出している。
（A）西尾の「言語生活主義」
（B）（言語生活主義を基盤とする）「問題意識喚起
　　の文学教育」
（C）他方に文学による感化を否定し国語を基本的
　　に技術・技能と見る時枝の「言語能力主義」
　（A）を社会性 ,（B）を主体性 ,（C）を客観性とおくと ,
「三項性」構造の枠組みと重なり合う。
　西尾が「二元論」を主張したのは ,「対話・問答」に
代表される言語生活の「基本形態」の学習を徹底させ
るためである。安易な言語―文学の「一体観」は ,「どっ
ちつかずの」「よせ集め学習」に陥ることを危惧したた
めであった。一方の時枝が「かた」の学習を重視した
のも , 当時の「ほれさせる文学教育」や素材中心の作
文教育など内容主義的教育を克服するためである。両
その言語活動の活性化と獲得される言語力の結びつき
の必然性について考察を行うものである。「活動もあり
学びもある」「これからのあるべき国語教室」の成立に
向けて , どのような観点に基づく工夫が必要であり , ど
のように学習活動を調整することが有効であるのか ,
その概略を示したい。学習指導要領や学習指導要領に
つながる社会情勢や教育政策に依拠しつつも , 国語教
室成立の要件をふまえ ,「これからのあるべき国語教室」
の実践的構造から導出される学習指導の工夫改善のポ
イントの有効性を実証していく。
２．これからの国語教室がめざすもの －「三
項性」構造と「三段階」モデル －
（1）学習の成立構造としての「三項性」構造
　本来 , 学習の成立は , 客観性（「私－世界」関係）, 主
体性（「私－自己」関係）, 社会性（「私 - 他者」関係）
の３つの次元からなる構造 ,「三項性」構造を有すると
とらえることができる。（図１）
【図１】「三項性」構造
　客観性とは , 私と世界の関係である。世界の中にあ
る物事 , 成立している事実 , そして一般的に承認されて
いる知識体系がこの項目に含まれる。
　主体性とは , 自己自身の内面である。ここには , 省察
や内省によってもたらされる知的な側面と , 感情や意
欲などの情意的な側面が含まれる。
　社会性は , 私と他者との関係である。これは , 幼少時
の母子関係に代表されるような対面的な関係からマス
コミュニケーションに代表される一般的な他者との関
係まで幅広い局面が含まれる。
　こうした「三項性」構造の充実が ,「『人間教育』と
は何か－人間教育学の建設のために－」（梶田巻頭論文）
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　　　基礎基本的な内容の習得を構成要素の学習と区
　　別し , 教科における基礎的能力の獲得を構成要素の
　　学習へと還元する考え方を克服する。
ｂ .「考えること」と基礎基本的な内容の「習得」とを
　統合的にとらえる
　　　基礎基本的な内容の「習得」段階において , 思
　　考力が働くことを明確にする。思考力・判断力の
　　育成を「活用」「習得」段階からのものとしてとら
　　えない。これは「習得」「活用」「探究」を一方通
　　行的にとらえないことである。
　こうした要件を満たす学習の成立構造としての「三
段階」モデルとして , 例えば , 西尾実の「主題－構想－
叙述」の「三段階」モデルを挙げることができる。西
尾における「考えること」は「主題・構想・叙述の作
用体系」である。還元主義を克服すると共に , 構成要
素の把握についても適切に位置づけられている。
　また , 西尾の「主題－構想－叙述」の「三段階」モ
デルは ,「暗黙知」の段階（「主題」）と「形式知」の段
階（「叙述」）を過渡的な段階（「構想」）で結びつけた
ものとなっている。特に , 過渡的な段階に着目したい。
哲学者マイケル・ポランニーによると ,「暗黙知」とは
「実践経験からインフォーマルに獲得された非言語的な
知識」であり ,「形式知」とは「客観的論理的で言語的
な」知識である。西尾実は「主題」について ,「『種』
にたとえられ ,『心の色』とよばれるほかないような ,
こんとんとした一種の動的可能態」であると説明して
いる。「主題」は「構想」を経て「叙述」されることに
なる。
　学習の成立構造としての「三段階」モデルにおいては ,
「暗黙知」と「形式知」とが相互変換される。その際重
要な役割を果たすのが ,「過渡的段階」である。この「過
渡的段階」の重要性については , 庄司和晃の「認識の
三段階連関理論」や , 企業における知識の創造や共有
を研究する「ナレッジマネジメント」の分野から生ま
れた「SECI モデル」においても指摘されている。
３．「三項性」構造・「三段階」モデルの国語教
室への適用　－「これからのあるべき国語教室」
を支える三つの要件 －
　「活動もあり学びもある」「これからのあるべき国語
教室」実現への工夫改善のポイントとなる３つの要件
者とも , その時代における実践的な課題に対応するた
めに , その国語教育論のある側面を強調したのである。
　西尾は言語生活主義に立って社会性の次元を強調し ,
一方時枝は , 言語能力主義に立って客観性の次元を重
視した。西尾・時枝とも , 客観性・社会性・主体性の
すべての次元を切り離すことなく国語教育論を展開し
ている。すなわち西尾は ,「社会的通じ合い」を軸に主
体性の次元としての「社会的自我の発見」と客観性の
次元としての「公的真実の自覚」を主張している。一方 ,
時枝の言語能力主義は , 彼の言語過程説を基盤とする
ものであり , 主体がある「場面」（社会性の次元）にお
いて , ある「素材」（客観性の次元）について語るとい
う構造をそなえている。
　両者の国語教育論に共通するのは , 要素還元主義的
な能力観の否定と , 主体的次元―社会的次元―客観的
次元の「三項性」構造の中での学ぶ主体の確立を指向
しているということである。
（2）学習の成立構造としての「三段階」モデル
　一方 , 学習の成立における認知面に着目すれば , 学習
の成立構造は「暗黙知 - 過渡的段階－形式知」の三段
階における上昇と下降の運動 ,「三段階」モデルとして
とらえることができる。上昇の運動は , 学習者が自然
に習得し , 無意識に達成しているさまざまな事柄を言
語化・意識化することを指す。下降の運動は , 言葉と
して知っているだけの事柄を身体化・実践化すること
を指す。（図２）
【図２】「三段階」モデル
　平成 10 年版学習指導要領では「習得・活用・探究」
という学習活動の類型が提示された。それは ,「まず ,
基礎基本を習得させ , それを活用して思考力 , 表現力を」
という発想ではない。つまり ,「学習の成立構造」は ,
次の２つの要件を備えるべきであることが指摘された。
ａ . 基礎基本的な内容を構成要素への還元とする考え方
　の克服
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ことを要求されるとすれば , それは加重負担である。
まず広域的にコンセンサスを得た能力の系統が存在し ,
それを目の前の子どもたちの実態に応じて解釈 , 具体
化することが現実的である。
　結局 , 能力主義は工夫や想像の余地を狭めるように
誤解されがちであり , 経験主義は実践者に方向性を示
さないように誤解されがちである。どちらの立場に立
つにしろ , 国語教育論にとって大事なことは , 実際の国
語教室の進むべき方向性を示し , 実践者や学習者の工
夫や創造が成り立つ基盤をつくるとともに , その範囲
を広げることである。
　本論文では ,「経験主義－能力主義」論争に「三段階」
モデルを適用することによって , 国語教室における実
践者や学習者の創造性の範囲を確保したい。（図３参照）
【図３】客観性の次元（私―世界関係）における「三段階」モデル
　国語教室は , 抽象的・体系的に規定され系統化され
た言語能力と , 具体的実践的な「自然習得された言語
能力」を結びつける場である。系統化された言語能力は ,
広域的にコンセンサスを得ており ,「国語科カリキュラ
ム」を形成している。一方 ,「自然習得された言語能力」
は , 日常生活における言語行為によって , 無自覚に活用
されている言語能力である。それらは , 国語教室にお
は , 要件①「教室カリキュラム」, 要件②「観点表」,
要件③「いいところ見つけ交流活動」である。これら
３つの要件は , 前述の「三項性」構造と「三段階」モ
デルを , 国語教室の実践的構造に適用させることによっ
て導出することができる。
（1）客観性（私―世界）の次元としての国語科カリキュ
ラム　－ 要件①「教室カリキュラム」の導出 －
　国語科の目標は , 国語を認識させることではなく , 読
む・書く・話す・聞くといった国語の実践的能力を身
につけさせることである。したがって , 国語教室にお
ける客観性の次元は , 具体的な言語実践（言語活動）
の配列や , それによって育成される言語能力の系統性
として具現化されることになる。これは , 国語科のカ
リキュラムについて考察することである。
　「経験主義－能力主義」論争において , 時枝に代表さ
れる能力主義に立つ論者は , 国語科の系統化を推し進
めようとした。時枝の「技術」「訓練」や輿水の「スキ
ル学習」等は , 決して注入的 , 画一的な教育を目指した
ものではない。むしろ , 現場における創造的な学習の
具現化を目指そうとしている。しかし ,「訓練」「スキル」
が , 機械的な反復学習のように受け取られたことによっ
て矮小化された。
　「訓練」や「スキル」といった用語が強調されたのは ,
「経験主義」の学習との差別化を図るためである。能力
主義に立つ論者は ,「言語経験」の重要性を説きつつも ,
「自然習得された言語能力」を教室に持ち込むことを最
小限にとどめるため ,「訓練」等の用語を強調した。「自
然習得された言語能力」を国語教室から除外しようと
する点において能力主義の主張は一面的であろう。必
要なことは , 教室と社会や家庭が分かちがたいことを
認め ,「自然習得された言語能力」すなわち「暗黙知」
の領域を積極的に能力主義に立つ国語教育論にも取り
入れ ,「訓練」「スキル」といった用語に導かれる国語
学習を充実させることである。
　一方 , 経験主義に立つ論者は , 子どもたちにとって具
体的で切実感のある学習を具体化しようとした点にお
いて , 教室における工夫や創造性の重要性をうち出し
たように見える。ただし , 授業の目指すべき系統的な
言語能力を明示しない限り , 現場における工夫や創造
は困難になる。もしも , 一人ひとりの実践者が , 子ども
たちの具体的な言語経験から系統的な能力を取り出す
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ことを求める。そこに柔軟性と可変性が大きく寄与
する。「観点表」が ,「活動もあり学びもある」「これか
らのあるべき国語教室」を支える２つ目の要件となる。
　「思考体制」における下降「下向きの運動」にあたる
のが「メタ認知的コントロール」である。これは , 学
習への方略の適用と言い換えることができる。一方 ,
方法の固定化を防ぐものとして , メタ認知に絶えず新
しい視点を導入し , 発展させていくのが上昇「上向き
の運動」にあたる「モニタリング」の働きである。主
体性の次元における国語教室の様相を整理したものが
図４である。
【図４】主体性の次元（私―自己関係）における「三段階」モデル
　学習経験を意味のあるひとまとまりのものとしてと
らえるためには ,「観点表」という形で言葉化された「過
渡的段階」を経て , メタ認知の段階まで到達する必要
がある。メタ認知によって学習者は , 無意識・無自覚
に用いている言語運用の工夫を価値あるもの , 個性的
なものとして認知することができる。同時に , 自己の
認知特性についても理解を深めていく。「自分にあった
方法」の選択や創造が可能になるからである。それが ,
学習者による「方法的自覚」である。
　また , 学習経験を発展させ , メタ認知に新たな視点を
導入することも「学習経験の再構成」のためには欠か
いて「教室カリキュラム」として統合されていく。「教
室カリキュラム」が ,「活動もあり学びもある」「これ
からのあるべき国語教室」を支える１つ目の要件である。
　そこでは , 最終的に育てたい学習者の姿を具体的に
想定すること（上向きの運動「逆向き設計」）と , カリキュ
ラムに規定された能力の具体化（下向きの運動「工学
的接近」）が分かちがたい形で共存している。その時々
の学習者の実態や教材の特性に応じて , 時には上昇「上
向きの運動」が強調され , 時には下降「下向きの運動」
が強調されるときがある。
　また , 必要に応じて「自然習得」の場に近い形の言
語活動を通して学ぶ場と , 反復練習的な学習の場が設
定されることになるだろう。そうした上昇・下降の運動 ,
つまり「のぼり・おり」のプロセスは , 国語教室を
コントロールする実践者と学習の主体者との関わり合
いによって , ふさわしい運動が納得され , 選択される。
その柔軟性や多様性が ,「教室カリキュラム」の創造性
に直結する。「教室カリキュラム」の存在が ,〈我の世界〉
を明確にし ,〈我々の世界〉の充実を支えるという点に
おいて ,「人間力」の実質を担保することにつながって
いる。
（2）主体性（私－自己関係）の次元と「メタ認知」
－ 要件②「観点表」の導出 －
　次に , 三項性の枠組みにおける「主体性（私－自己
関係）」の次元が教室においてどのように具現化される
のかを明らかにするために ,「思考体制」と「批判的思
考」を取り上げたい。
　心理学における「メタ認知」概念を手がかりに考え
ると ,「思考体制」とは , 学習経験とメタ認知との相互
作用そのものである。一方 ,「批判的思考」とは , メタ
認知の活動的側面である ,「モニタリング」「コントロー
ル」と重なるものである。「思考体制」の相互作用にお
いても ,「過渡的段階」は重要な役割を果たす。
　「思考体制」に ,「三段階」モデルをあてはめると ,「暗
黙知の段階」は「学習経験」,「形式知の段階」は「メ
タ認知」である。「過渡的段階」にあたるのは ,「観点表」
である。「観点表」とは , 学習者の「方法的自覚」により ,
学習経験から抽象された「方法」「目のつけ所」である。
ここでは ,「過渡的段階」として , 学習者の実態に応じ
た柔軟性や , 学習の深化発展に応じた可変性が重要で
ある。人間教育は , 学習過程そのものが人間的である
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として明示化し , 共有することによって , 他者からの視
点が獲得され「合意形成」へと向かうことになる。「過
渡的段階」に位置づく「いいところ見つけ交流活動」は ,
上昇「上向きの運動」と下降「下向きの運動」とが総
合されたものである。「のぼり・おり」のプロセスがく
り返されることによって ,「合意形成」に向けての筋道
や方法 , 手続き等が明示され , 共有化される。
【図５】社会性の次元（私―他者関係）における「三段階」モデル
　「いいところ見つけ交流活動」は ,「三項性」構造の
客観性の次元における「教室カリキュラム」や主体性
の次元における「観点表」の機能が十分に発揮され ,
学習者に受容されることによって成立し , その機能を
発揮する。この点において ,「いいところ見つけ交流活
動」そのものが , 人間教育を具現化する重要な役割を
果たすことになる。
　「教室カリキュラム」や「観点表」が共に固定化され
たものでなく , たえず修正されより好ましい状態へと
志向されることによって ,「いいところ見つけ」そのも
のも深化し活性化する。とりわけ「観点表」の「生成・
活用・発展」のプロセスが , 言語活動 , 学習活動の変化
と持続を保障し , 吟味を経た多様な立場が共存される
ことにつながっている。
せない。新しい視点の導入がなければ , 方法のパターン
化や自己の認知特性を固定化してとらえることに陥る
からである。新たな視点を得ることによって , 学習
経験は , 方略や課題解決に関する知識として自覚され
ていく。
　主体性の次元を国語教室において具体化するにあた
り , 大切なことは「変化と持続」ということであろう。
個々の学習者にとって自らの学習経験はひとまとまり
の「持続した」ものである一方 , つねに向上的に変容
していくものなのである。「変化と持続」は , 方略の適
用におけるメタ認知認知的コントロールと , モニタ
リングによるメタ認知の更新との上昇「上向きの運動」
と下降「下向きの運動」つまり「のぼり・おり」のプ
ロセスによって保障される。実践にあたっては ,「観点
表」の生成－活用―評価という一連の過程が効果的な
「変化と持続」を促すことになる。
（3）社会性（私－他者関係）の次元と「学びの共同体」
－要件③「いいところ見つけ交流活動」の導出－
　「活動もあり学びもある」「これからのあるべき国語
教室」を考えるうえで , 社会性の次元は , 欠かすことの
できない観点である。ここでは , 学習の成立を文化的
な共同体への参画としてとらえることを行った。「三段
階」モデルを「学びの共同体」の成立過程に適応させ
ることによって ,「形式知の段階」における「合意形成」
と ,「暗黙知の段階」における「学級文化・指示的風土」
とをつなぐ「過渡的段階」の重要性が浮かび上がる。「過
渡的段階」は「いいところ見つけ交流活動」によって
可視化され , その機能は発揮される。社会性の次元に
おける国語教室の様相を整理したものが , 図５である。
「いいところ見つけ交流活動」が ,「活動もあり学びも
ある」「これからのあるべき国語教室」を支える３つ目
の要件となる。
　「学びの共同体」の成立構造において , 下降「下向き
の運動」にあたるのが異化である。これは ,「差異への
こだわりと留意」と言い換えることができる。一方 ,「学
びの共同体」を構成する他者の良さを認め , 自分との
比較による差異を自分自身に取り入れていく上昇「上
向きの運動」によって ,「形式知」への移行が可能と
なる。これが同化であり , 他者の立場に立つことである。
　上昇「上向きの運動」は ,「学びの共同体」において
は ,「すでに存在している解決の一部」を「いいところ」
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４．「三項性」構造・「三段階」モデルの国語教
室への適用　－ これからのあるべき国語教室 －
  これまでの考察を踏まえ ,「三項性」構造・「三段階」
モデルの国語教室への適用をさらに整理したものが ,
図６（「これからのあるべき国語教室」の姿）である。「三
項性」構造の「客観性」「社会性」「主体性」の三項に
おいて , 無自覚に営まれている活動を言語化し , 集団で
の共有化を図ることは共通している。それぞれの次元
は , 独立して存在するものではなく , 相互に作用し合い ,
規定し合うものである。各次元の相互作用・相互規定は ,
円と円の重なりとして表現されている。
　すでに身体化された知を「自覚」し ,「自覚」した知
を身体化することは , 言葉の力の自覚化であり , そこに
「言語力」が大きな役割を果たす。そうした「言語力」
の機能が十分に発揮されてこそ言語活動は充実する。
充実した言語活動の実現が ,「これからのあるべき国語
教室」には課せられている。従って , 言語活動を充実
させる「言語力」の獲得を ,「これからのあるべき国語
教室」における三重円の交点に位置付けている。そこ??? ????????????????? 
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では , ヒドゥンになっている「暗黙知の段階」である「自
然習得された言語能力」「学習経験」「学級文化・支持
的風土」が ,「形式知の段階」である「国語科カリキュ
ラム」「メタ認知」「合意形成」との「のぼり」「おり」
を通して , 確かな「言語力」として顕在化されること
になる。
　さらに , 実践の手立てとしては ,「過渡的段階」の着
目が重要なポイントとなる。「教室カリキュラム」の策
定と運用 ,「観点表」の活用 ,「いいところ見つけ交流
活動」の活性化によって , 言語活動をを充実させる「言
語力」の獲得は保障される。これらが , 前節において
述べた「これからのあるべき国語教室」実現への工夫
改善のポイントとなる「３つの要件」（要件①「教室カ
リキュラム」, 要件②「観点表」, 要件③「いいところ
見つけ交流活動」）である。
　「言語活動を充実させる言語力（付けたい言葉の力）」
を育成する「これからのあるべき国語教室」を実現す
るためには ,「三項性」構造に内包される「三段階」モ
デルの「過渡的段階」である「教室カリキュラム」「観
点表」「いいところ見つけ交流活動」を国語学習の中核
【図６】「これからのあるべき国語教室」の姿
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実現への工夫改善のポイントとなる「３つの要件」は
次のように具体化している。
要件①「教室カリキュラム」の特徴  
「ブックレポート」の継続
要件②「観点表」の機能の具体化  
「情報伝達のワザ」
要件③「いいところ見つけ交流活動」の対象とな
る表現成果物  
「読み解きシート」,「ブックレポート」
　また ,「これからのあるべき国語教室」として考察す
るため ,「付けたい言葉の力」における「形式知の段階」
に位置付く「国語科カリキュラム」については , 平成
20 年版小学校学習指導「国語編」に示されている指導
事項をふまえている。
（1）「教室カリキュラム」を貫く方策「ブックレポート」
と「付けたい言葉の力」
　実践事例における取り組みの概要として , その全体
像を整理したものを次頁の資料①として示した。実践
事例の年間指導計画立案における主たる方策は ,「ブッ
クレポート」である。年間を通して「ブックレポート」
を書くという言語活動を位置づけている。
　「ブックレポート」とは , 一般的には ,「一冊の本が ,
どのような内容であるかを紹介し , 自分の評価・意見
を書く小論文」である。「概略」「事例（資料）」「内容
構成」「筆者の主張点」などをふまえて ,「学んだこと」
「疑問点」「考察」などを ,1000 ～ 3000 文字程度でま
とめていく。
　実践事例では , 小学校高学年における実践化を可能
にするため , Ｂ４サイズの白紙を用いて , 学習者は作品
の概要や自身の主張などを自由にレイアウトし出力し
ていくことを , 学習指導の工夫改善の主たる方策とし
て取り入れている。年間を通して , 合計 11 枚の「ブッ
クレポート」を書くように構想している。
　この年間を貫く「ブックレポート」を書くという言
語活動に , 要件②「観点表」と要件③「いいところ見
つけ交流活動」とを有機的に組み合わせている。この
ことによって ,「これからのあるべき国語教室」におけ
る「三項性」構造は成立する。「ブックレポート」は ,「書
くこと」領域の学習活動を含んでいるが ,「付けたい言
に位置づけることである。「教室カリキュラム」は , 年
間指導計画として具体化される。そこには ,「付けたい
言葉の力」に照らし合わせた「観点表」の生成・活用
が組み込まれている。「観点表」は ,「いいところ見つ
け交流活動」において学習者の有する言語運用の工夫
を可視化することによって共有され , 活用される。
　こうした「これからのあるべき国語教室」実現への
工夫改善のポイントとなる「３つの要件」は ,「人間教
育を実現するための実践的手だて」（「『人間教育』とは
何か－人間教育学の建設のために－」P ５）において ,
梶田が指摘する以下の３点を具体化するための有効な
活動の工夫 , 指導の工夫に資する視座であり , 人間教育
の具現化に直結している。
1. 自分自身を多面的に理解し , しっかりした自己
概念を形成していくと同時に , そうした自分自
身をそのまま受容する態度を育成し , その上に
立った着実なプライドが育つよう , 活動の工
夫 , 指導の工夫が必要である。
2. 苦労させること , 我慢の機会を設定すること等
を通じて , 克己と自己統制の力を育成するよ
う , 活動の工夫 , 指導の工夫が必要である。
3. 自分自身の実感・納得・本音を大切にし , それ
を拠り所として考え , 判断し , 行動していく姿
勢と習慣を育成するよう , 活動の工夫 , 指導の
工夫が必要である。
　「３つの要件」を充足することによって , 確かで豊か
な国語学習は具現化され ,「活動もあり学びもある」「こ
れからのあるべき国語教室」は実現される。「言語活動
を充実させる言語力（付けたい言葉の力）」を育成する
ことが可能となる。
　次節においては , これらの「３つの要件」を充足す
る国語学習の実践事例によって , その有効性を検証し
たい。
５．「三項性」構造・「三段階」モデルの具体化
と検証－「読むこと」領域・高学年
　取り上げる実践事例は , 伊﨑による平成 19 年（2007）
度６年生における事例である。
　実践事例において ,「これからのあるべき国語教室」
55
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
??????????????????????
?
 
 
 
 
 
 
?  
 
??????????????????????????????????????
?
?????????????
????????????? ??
???????
??????????????
??????????????
??????????
?????????????
???? ??
?????????????
????????????????
???????????????
??????????
?????????????
?? ??
???????????????
??????????
????????
????????????? ??
??????????????
??????????
??????????? ???
????????????????
??????
????????????????
??????????????
??????????
???????????
??? ??
??????????????
????????????????
???????????????
??????????
??????????????
????? ??
???????????????
?????????? ??????????????
??? ??
????????????????
???????????????
??????????????
??????????
?????????????
??? ??
?????????????
????????????????
??????????????
??????????
?
?
?
????????? ???????????????
????????????????????????
????????????????????????
????
?????????????????? ?? ??
????????????
?? ??
???????????
???????????
???????
????????????
?????????????????
????????????????? ????????????????????
????????
????????? ???
????????????
????????? ???
????????????
??? ??
??????????????
????????????
??????????????
????? ??
???????????????
??????????????
??????????????
?????????????
???
????????????
?? ??
??????????????
????????????
????????????
??????? ???
??????????????
??????
???????????????
??????????????
??????????????
?????????????
???
??????????????
?? ??
???????????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?????
????????????
?? ??
???????
??????????????
?
?
?
?
??????????????
???????
?????????????
??????????????????
【資料①】実践事例の概要
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「付けたい言葉の力」の獲得を支援する。「ブックレポー
ト」を中核とした「読むこと」領域と「書くこと」領
域との積極的な連携に , 要件①「教室カリキュラム」
としての特質がある。学習者の言語活動の質的な高ま
りを保障し ,「これからのあるべき国語教室」における
「付けたい言葉の力」の獲得へと向かわせている。
（2）「教室カリキュラム」における「ブックレポート」
の継続
　実践事例の要件①「教室カリキュラム」における特
徴の一つ目は , 年間を通して「ブックレポート」を書
き続けることにある。要件①「教室カリキュラム」に
おいては , 教科書に取り上げられている物語文教材（４
作品）と説明文教材（５作品）の全てについて ,「ブッ
クレポート」を書く活動に取り組ませる。
　物語文教材教材の「ブックレポート」であれば , 書
き手の訴えたいことや表現の良さなどに関する解釈や
感想などが書き込まれる。説明文であれば , 筆者の主
張点や述べぶりの工夫をふまえ , 自分の考えや意見な
どが書き込まれる。
　さらに , ３学期においては , １学期と２学期に書いた
９教材の「ブックレポート」を読み返し , お気に入り
の作品から , 物語文教材と説明文教材についてそれぞ
れ１作品を選択し , 新たに究極の「ブックレポート」
として出力させる。つまり「ブックレポート」は年間
を通して 11 回書くことになる。
　「ブックレポート」に書く内容を生み出す「読むこと」
の学習においては ,「作品読み解きシート」（以下「読
み解きシート」と記述する）と名付けたワークシート
を主たる手立てとして用いた。「読み解きシート」は ,「読
むこと」領域における「説明的な文章の解釈に関する
指導事項」「文学的な文章の解釈に関する指導事項」が
求める「目的に応じて , 文章の内容を的確に押さえて
要旨をとらえる」「事実と感想 , 意見などとの関係を押
さえ , 自分の考えを明確にしながら読む」「登場人物の
相互関係や心情 , 場面についての描写をとらえ , 優れた
叙述について自分の考えをまとめる」ことに対応する
手立てである。資料②として ,「ヒロシマのうた」（１
学期）におけるＨ児の「読み解きシート」例（資料②
－１）と「ブックレポート」例（資料②－２）を示した。
葉の力」としては ,「読むこと」領域に重点を置いて
いる。「ブックレポート」による「付けたい言葉の力」
としては , 次のような内容となる。
 実践事例における「付けたい言葉の力」 
 ［効果的な読み方に関する指導事項］
イ　目的に応じて , 本や文章を比べて読むなど効果
的な読み方を工夫すること。
 ［説明的な文章の解釈に関する指導事項］
ウ　目的に応じて , 文章の内容を的確に押さえて要
旨をとらえたり , 事実と感想 , 意見などとの関係を
押さえ , 自分の考えを明確にしながら読んだりする
こと。
 ［文学的な文章の解釈に関する指導事項］
エ　登場人物の相互関係や心情 , 場面についての描
写をとらえ , 優れた叙述について自分の考えをまと
めること。
 ［自分の考えの形成及び交流に関する指導事項］
オ　本や文章を読んで考えたことを発表し合い , 自
分の考えを広げたり深めたりすること。
　実践事例は , こうした「読むこと」領域における「付
けたい言葉の力」の獲得が ,「書くこと」領域の指導事
項において示されている「付けたい言葉の力」を具体
化する学習活動によって実現されるように構想して
いる。その具体的な手立ては , 次の５点である。
 1. 考えたことなどから「ブックレポート」に書
くことを決め , 目的や意図に応じて , 書く事
柄を収集し , 全体を見通して事柄を整理する
 2. 自分の考えを明確に表現するため ,「ブック
レポート」全体の構成の効果を考える
 3. 事実と感想 , 意見などとを区別するとともに ,
目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりする
 4. 本文の叙述を引用したり , 図表やイラストな
どを用いたりして , 自分の考えが伝わるよう
に書く
 5.「ブックレポート」などの表現成果を交流し
合い , 表現内容や方法についての理解を深める
　こうした手立てによって ,「読むこと」領域における
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【資料②－１】「読み解きシート」（「ヒロシマのうた」）例（Ｈ児）
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工夫」「根拠提示の工夫」「一文表現の工夫」という５
つのカテゴリーそれぞれについて , 具体的な工夫の内
容が下位項目のワザとして盛り込まれている。
　５つのカテゴリーの第１番目は「内容独自性の工夫」
である。「情報伝達のワザ」は , 単に書き方の工夫のみ
を促しているわけではなく , 伝達する情報そのものの
独自性を前提にしている。つまり ,「情報伝達のワザ」は ,
情報を出力する場合において , 表現内容と方法の工夫
を行うためのヒントを与える要件②「観点表」として
機能するように構成されている。
　しかも ,「情報伝達のワザ」は , 要件①「教室カリキュ
ラム」（資料①参照）にあるように , ５月から６月にか
けて , 生成され , 学習者による吟味検討の過程を経て確
定されるように位置づけられている。「情報伝達のワザ」
に取り上げられている内容は ,「形式知」の段階におけ
る「国語科カリキュラム」から導き出すことが可能で
ある。しかし ,「付けたい言葉の力」が学習者にとって
有意味なものとして再構成されるためには ,「暗黙知」
（3）「ブックレポート」の内容の生成と書き方の工夫　
を支える「観点表」－情報伝達のワザ－
　実践事例の要件①「教室カリキュラム」（資料①参照）
における特徴の二つ目は , 要件②「観点表」の機能を
具体化する「情報伝達のワザ」の生成 ･ 確定 ･ 活用 ･
評価・自覚化である。
　テキストを理解 , 評価した内容や , テキストを自分の
経験と関連づけることによって得られた自分の主張な
どを , 表現方法を工夫しながら書いていくためには , 書
く内容の生み出し方と書き方の工夫を促す手立てが必
要となる。「何を」「どのように」出力すればよいか ,「ブッ
クレポート」の内容と書き方の工夫を支える手立てが ,
要件②「観点表」である。実践事例においては ,「情報
伝達のワザ」として , 要件①「教室カリキュラム」に
位置付いている。
　「情報伝達のワザ」は , 資料③（次頁）に示したよう
に大きく５つのカテゴリーによって構成されている。
「内容独自性の工夫」「論立ての工夫」「読者引き込みの
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【資料②－２】「ブックレポート」（「ヒロシマのうた」・Ｈ児）を取り上げて行われた「いいところ見つけ交流活動」例
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要件②「観点表」の機能がさらに発揮されることにより ,
「付けたい言葉の力」の獲得へと結びついていく。
　従って ,「情報伝達のワザ」は , 要件③「いいところ
見つけ交流活動」において ,「ブックレポート」に限ら
ず , 多様な表現成果物について , その特徴や良さを分析
する観点としても機能する。第２節に述べた「読み解
きシート」においても , 実践事例の主たる方策である
「ブックレポート」における自他の「いいところ」を見
つける評価活動においても活用される。さらには ,「付
けたい言葉の力」を自覚化する際にも活用されるので
ある。「情報を〈正確に〉〈分かりやすく〉伝える・読
み解く・吟味する」ための工夫の仕方を支える「情報
伝達のワザ」は , 要件②「観点表」の機能が要件①「教
室カリキュラム」において具体化されたものとして位
置付くのである。
（4）「付けたい言葉の力」に関する自己評価を促す
「いいところ見つけ交流活動」
　実践事例の要件①「教室カリキュラム」（資料①参照）
における特徴の三つ目は , 要件③「いいところ見つけ
交流活動」の継続である。要件③「いいところ見つけ
交流活動」は , 学習者の主たる表現成果物である「ブッ
クレポート」だけではなく ,「読み解きシート」におい
ても積極的に行うよう構想している。
　要件③「いいところ見つけ交流活動」は ,「ブックレ
ポート」などの表現成果を交流し合い , 表現内容や方
法についての理解を深めることを行う点において ,「付
けたい言葉の力」の「自分の考えの形成及び交流に関
する指導事項」である「オ　本や文章を読んで考えた
ことを発表し合い , 自分の考えを広げたり深めたりす
ること」に直結している。先に示した資料②－２は ,
他者の「ブックレポート」を選び , その「いいところ
見つけ」を行っているワークシート例である。Ｈ児の
「ブックレポート」を学級内他者であるＩ児が「いいと
ころ見つけ」を行うことによって , 自身の読み深めに
活用している。
　要件③「いいところ見つけ交流活動」の本質は , 評
価活動の成立と活性化にある。「付けたい言葉の力」の
獲得においては , 学習者による自分自身の取り組みの
良さや課題の自覚化が不可欠である。基本的には , 自
身の表現成果物である「読み解きシート」や「ブック
レポート」を読み返し , その「いいところ」を抽出す
の段階に位置付くそれまでの学習経験を可視化し , そ
れまでに習得されている言語運用の工夫を価値付ける
「のぼり」「おり」のプロセスが不可欠となる。そのた
めに , 要件②「観点表」の機能を具体化する「情報伝
達のワザ」は , 上意下達式に提示されるのではなく , 学
習者による吟味検討の場をくぐり抜けた上で確定する
ように構想されている。
　学習者による吟味検討の場は , 要件③「いいところ
見つけ交流活動」である。情報伝達の工夫に関する気
づきが取り立てられ , ワザとして意識される。
　そこから「情報伝達のワザ」は , 生成・確定の段階
を経て , 活用の段階へと移行する。「情報伝達のワザ」
の活用の段階において , その実質と価値が「自己評価」
「他者評価」といった評価活動によって自覚化され ,
【資料③】６年３組版「情報伝達のワザ」（07-06-27）
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方や考え方を叙述に即して的確に読み取り , 最も強く
語りかけてきたことに対する自分の考えを表現方法を
工夫してまとめる」ことが十分に行われている「ブッ
クレポート」である。
　しかし , Ｍ児は , 挿絵の意味と効果については , 満足
のいく追求ができていないというとらえ方をしていた。
挿絵の意味に関する追求がもっと必要であるという自
己評価である。そこで , Ｍ児は , 究極の「ブックレポー
ト」として ,「海のいのち」を取り上げたのである。
　３学期に書かれた究極の「ブックレポート」（資料⑤）
は , 大きく三つの部分から構成されている。
　一つ目は , 作品のキーワードへの着目である。「千び
きに一ぴき」「村一番の漁師（一人前の漁師）」「海のい
のち」を取り出し , その出現回数をカウントしている。
　二つ目は , 登場人物として , 太一 , 太一の父 , 与吉
じいさを挙げた後にクエを重要な登場人物として取り
上げ , その意味を自分なりに深めていることである。
クエの様子が詳しく描写され , その存在の大きさや不
気味さが強調されていることによって太一の成長がよ
り具体的に表現されているという解釈を叙述に即して
ていねいに展開している。これらのことが ,「特徴的な
表現とその効果について考えられるようになり , 書く
ことができるようになった」という自己評価に結びつ
いているのである。
　注目すべきは , 三つ目の内容である。作品の最後に
添えられている挿絵の効果について書き込んでいる部
分である。Ｈ児は , クエとハマナスとを対比させ , その
意味について自分なりの解釈を自信を持って展開して
いる。教材文に添えられている８枚の挿絵のうち前の
７枚は , 漁や太一に関する情報が描かれているが , 最後
の一枚には魚も太一も描かれていない。そこに着目し ,
その意味を探ろうとしている。２学期では未解決だっ
た課題に意欲的に取り組んでいる。なぜこの挿絵なの
かを自問し , そこに「いのち」に対する書き手のメッセー
ジが込められているという解釈に到達している。題名
の「いのち」に関わる「小さないのち」「一つ一つが大
切ないのち」「いのちの誕生」といった表現がその具体
である。
　この３学期に書いた究極の「ブックレポート」につ
いて , なぜこのような「ブックレポート」が書けたのか ,
その理由を分析することが ,「身に付いた力の自己評価」
③である。評価項目は , 理解と表現に分けて記述する
ることになる。しかし , 自分らしさは自分だけでは見
極めにくい。「いいところ見つけ」という , 積極的に他
者の目をくぐる要件③「いいところ見つけ交流活動」
によって , 自分の読みの内容や取り組み方の良さが自
覚できるようにしていくのである。
（5）「付けたい言葉の力」の自覚化を強化する「身に
付いた力の自己評価」
　「身に付いた力の自己評価」は ,「付けたい言葉の力」
が学年の最後に確実に獲得されたかどうかを学習者自
身が見取る自己評価活動となる。具体的には , 究極の
「ブックレポート」について ,「なぜ , こんなに素晴ら
しいブックレポートが書けるようになったのか , その
ひみつを探る」という課題を提示し , 次の２点につい
て自己評価させている。
 項目 A　それは , 読む力が付いたから……
（読む内容や読み解き方について）
 項目 B　それは , 書く力が付いたから……
（書く内容や方法について）
　後に示した資料④～資料⑥が , Ｍ児の物語文教材に
関する「ブックレポート」と自己評価シートである。
Ｍ児は , 一年の最後に書く「ブックレポート」として ,「海
のいのち」（２学期）を取り上げている。２学期に書い
た「ブックレポート」が資料④ , ３学期に書いた「ブッ
クレポート」が資料⑤である。Ｍ児は , ３学期に書い
た究極の「ブックレポート」において , テキストをも
とに自分の意見を述べることが充分にできたと満足し
ている。その究極の「ブックレポート」を用いて行わ
れた「身に付いた力の自己評価」③が資料⑥である。
　２学期に書かれた「ブックレポート」（資料④）は ,
太一の心理的な葛藤に焦点を当て , 太一とクエとが対
峙する場面を中心に構成されている。太一のクエに対
する呼び方の変化によって , 太一の心情がどのように
変化していったのかを対比的に書き込んでいる。また ,
表現効果として , 色彩に関するクエの描写を取り上げ ,
太一が立ち向かうクエのイメージを明確に伝えようと
している。さらに ,「海のいのち」という題名に着目し ,
作者の主張点は ,「いのちの大切さ」にあるとまとめて
いる。
　２学期の物語文教材の指導目標である「人物の生き
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クレポート」を書くという学習活動によって , ３学期
までに書いた「ブックレポート」との比較を通して ,「身
に付いた力」はより明確に可視化されやすくなってい
る。つまり ,「付けたい言葉の力」の自覚化は , より強
固なものになっているということである。
　要件①「教室カリキュラム」は , この「付けたい言
葉の力」の獲得に向け , １学期では ,「時間の流れに注
意して物語の流れをとらえ , 最も強く語りかけてきた
ことを自分の言葉でまとめる」ことを , ２学期では ,「人
物の生き方や考え方を叙述に即して的確に読み取り ,
最も強く語りかけてきたことに対する自分の考えを表
現方法を工夫してまとめる」ことを重点目標とした。「読
むこと」の力を高めるために , 年間を通して取り組ん
だ「ブックレポート」の変化と自己評価の具体は , 要
件②「観点表」と要件③「いいところ見つけ交流活動」
とが組み合わされることによって ,「登場人物の相互関
係や心情 , 場面についての描写」を的確にとらえるこ
とを保障し ,「優れた叙述について自分の考えをまとめ
ようにしているが , どちらの記述内容も ,「読むこと」
領域における「付けたい言葉の力」につながるものに
なっている。資料⑥における , Ｍ児の「付けたい言葉
の力」に関する自己評価は , 次のように整理すること
ができる。
 ①写真や挿絵の果たす役割の理解
 ②作品の構成と重要部分への着目
 ③登場人物や表現描写の変化の把握
 ④頻出語句への着目と意味づけ
 ⑤自分の考えを簡潔に , かつ効果的に表現する方
 　法の工夫（イラスト , グラフ化など）
　Ｍ児のこれらの評価内容は , 実践事例Ⅲにおける「付
けたい言葉の力」の物語文教材に関する指導事項であ
る「登場人物の相互関係や心情 , 場面についての描写
をとらえ , 優れた叙述について自分の考えをまとめる
こと」を十分に満足している。しかも , 究極の「ブッ
【資料④】　 最初（10 月）に書かれた「ブックレポート」（物語文教材「海のいのち」）
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とめること。
オ　本や文章を読んで考えたことを発表し合い , 自
分の考えを広げたり深めたりすること。
については , 前述した「ブックレポート」の変容と自
己評価シートの記述内容（資料⑥）によって , 確認す
ることができた。また ,
イ　目的に応じて , 本や文章を比べて読むなど効果
的な読み方を工夫すること。
ウ　目的に応じて , 文章の内容を的確に押さえて要
旨をとらえたり , 事実と感想 , 意見などとの関係
を押さえ , 自分の考えを明確にしながら読んだり
すること。
オ　本や文章を読んで考えたことを発表し合い , 自
分の考えを広げたり深めたりすること。
については ,「ブックレポート」と自己評価シートの記
る」ことが十分にできるようになったことを示している。
（6）実践事例における「これからのあるべき国語教室」
　実現への工夫改善のポイントとなる３要件の有効性
　これまでの考察をふまえて , 実践事例Ⅲにおける
「これからのあるべき国語教室」実現への工夫改善のポ
イントとなる３要件（要件①「教室カリキュラム」, 要
件②「観点表」, 要件③「いいところ見つけ交流活動」）
と「付けたい言葉の力」については , 次のように整理
することができる。
　実践事例における「付けたい言葉の力」つまり「言
語活動を充実させる『言語力』（付けたい言葉の力）」
のうち ,
イ　目的に応じて , 本や文章を比べて読むなど効果
的な読み方を工夫すること。
エ　登場人物の相互関係や心情 , 場面についての描
写をとらえ , 優れた叙述について自分の考えをま
【資料⑤】　学年末（３月）に書かれた究極の「ブックレポート」（物語文教材「海のいのち」）
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【資料⑥】　究極の「ブックレポート」のふり返り－物語文教材－
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述内容によって , 確認することができた。さらに ,「ウ
目的に応じて , 文章の内容を的確に押さえて要旨をと
らえたり , 事実と感想 , 意見などとの関係を押さえ , 自
分の考えを明確にしながら読んだりすること」につい
ては ,「情報伝達のワザ」の見取りと評価によっても確
認している。
６．終わりに
　以上 , 学習者の言語力獲得に向かう学びの事実から ,
「付けたい言葉の力」が獲得される過程を分析し , その
言語活動の活性化と獲得される言語力の結びつきの必
然性について考察を行った。
　「これからのあるべき国語教室」の実践的構造は ,「三
項性」構造・「三段階」モデルである。この「三項性」
構造と「三段階」モデルを , 国語教室に適用すること
によって ,「言語活動を充実させる言語力（付けたい言
葉の力）」を育成する「活動もあり学びもある」「これ
からのあるべき国語教室」実現への工夫改善のポイン
トとなる「３つの要件」（要件①「教室カリキュラム」,
要件②「観点表」, 要件③「いいところ見つけ交流活動」）
を導出した。
　さらに , これら「３つの要件」を充足する実践事例（６
年生－「読むこと」領域－）の分析による検証を行い ,
「活動もあり学びもある」「これからのあるべき国語教
室」の成立条件とその有効性について解明することが
できた。
　人間教育とは , もともと「人間としての高次な在り方」
を志向し ,「個々人が内包する可能性の全面開花」つま
り「自己実現」を目標とする教育のあり方である。「自
己実現」は没価値的なものであってはならず ,「人間と
しての高次な在り方」という価値を志向するものでな
くてはならない。「つけたい言葉の力」の獲得を十二分
に保障する「これからのあるべき国語教室」は , 人間
教育の根底に位置付く。
　「活動もあり学びもある」「これからのあるべき国語
教室」は , 実践者の個性的な工夫によって , 多様に実現
されるに違いない。そのとき , 本研究が明らかにした「こ
れからのあるべき国語教室」の実践的構造と「これか
らのあるべき国語教室」実現への工夫改善のポイント
となる３つの要件は , その実践者を支え , 人間教育とし
ての工夫を生み出すことに寄与できるものとなる。
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